
 

 

【別紙様式】 

令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画  

学校番号 学  校  名 
 

４０  
 

 
岐阜県立東濃 実業高等 学校  
 

学校教育目標 

◯地域の未来を創出する人材の育成 

１ 他者とのかかわりを通して自己を見つめ、豊かな人間性を備えた生徒を育てる。 

２ 確かな教養に裏付けされた専門的知識・技術を有し、地域の未来を見据えて主体的に学び続ける生徒を育てる。 

スクール・ポリシー 

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 

カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

・将来のリーダーに必要な、公共の精神と対話・コミュニケ

ーション力を身に付け、仲間と協力して課題解決すること

ができる生徒（うごかす力） 

・基礎学力を着実に身に付け、自分自身の将来を見据えなが

ら自ら学び続ける意欲を身に付けた生徒（つなぐ力） 

・グローバルな視点で地域社会の将来を展望し、商業、生活

産業の各分野で、スペシャリストとして活躍する力を身に

付けた生徒（つくりだす力） 

・生徒一人ひとりの個性や適性に応じた学びを実現するため

のカリキュラム編成ときめ細やかな指導の実施 

・ＩＣＴを活用し、自ら学び続ける意欲を持たせるための 

「主体的・対話的で深い学び」や「探究的な学び」の推進 

・ＳＤＧｓを意識し、変化する産業構造を見据えながら、地

域の大学や産業界との連携、協働による実践的な専門教育

を推進 

・部活動や生徒会活動を含めた学校でのあらゆる活動を通し 

て、自己を見つめ、仲間と協働し、人間性を高めようと 

する生徒 

・向上心を持ち、自ら学び続けようとする主体性のある生徒 

・商業・生活産業に関わる学習内容に興味があり、地域社会

で活躍する「夢」に向かって努力する意欲のある生徒 

教育指導の重点 

（今年度の具体的な重点目標） 
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策 達成度の判断、判定基準あるいは評価指標 

１ うごかす力(心豊かな人間性)の育成 

人権教育の推進を図り、他者との協働・ 

協調活動を通して、自他を大切にする。 

あらゆる活動を通して、対話力・コミュ 

 ニケーション力を高め、リーダシップを醸 

 成する。 

①校則の見直しを通して人間尊重の気風がみなぎる学校づくりを推進します。 

②人権尊重の価値観や態度を育て、行動へと向かわせるための教育を推進します。 

③生徒会やＭＳリーダーズの活動、各教科の学習や部活動を通じて、言語能力の確実な育成 

を図り、地域や社会の発展を担う人材育成に取り組みます。 

❶生徒・保護者・地域に受け入れられる校則。 

❷心のケアや差別・偏見を意識し、教育相談的な対応。 

❸生徒の意識に関するアンケート結果の肯定９０％以上、及び 

生徒の変化。 

 

２ つなぐ力(自ら学ぶ力)の育成 

基礎学力の定着を図り、将来を展望し、 

主体的・対話的で深い学びを通して、自ら 

学び続ける意欲を身に付けた生徒を育成す 

る。 

①基礎基本を重視し、学習目標の明確化と生徒一人ひとりに応じた個別最適化を目指した学 

習指導に努めます。 

②ガイダンス機能を充実させ、あらゆる場面でキャリア教育を推進し、各学科の学びを活かし 

 た進路選択ができるよう、計画的・組織的な指導をします。 

③ＩＣＴ機器を活用し、生徒が主体的・対話的で深い学びができる環境の実現、教材を共有 

化することで教材研究等にかかる時間を削減し、教職員の働き方改革を推進します。 

❶定期考査における成績不振生徒(素点)５％以内。 

 

❷生徒の進路希望１００％実現。進路ガイダンス、進路講話、

進路に関するＬＨＲの実施回数年間１０回以上。 

❸生徒の学び方、教職員の働き方改革ができたという実感の確

認。(時間外労働、月45時間/年360時間以内） 

３ つくりだす力(専門的知識・技術)の育成 

商業、生活産業のスペシャリストとして 

活躍する力を身に付けさせ、グローバルな 

視点で地域社会の将来を展望し、力を尽く 

すことができる生徒を育成する。 

①地域や企業との連携を実践学習や課題解決学習の場として活用し、実践力、コミュニケーシ

ョン力、創造力を高め、生涯にわたり探究を深める未来の創り手を輩出します。 

②急速に変化する世界の動向を見据えながら、日本の伝統的な産業文化の継承・創造に関する

教育内容を充実させます。 

③必要な施設・設備の計画的な整備を促します。 

❶授業評価アンケート(生徒評価)で「授業に満足している」 

８５％以上。 

❷学習成果発表会における外部評価。 

 

❸ＰＴＡ、学校運営協議会委員の意見や要望。 


